
●「親が放射線にあたった後に生まれた子や孫への影響は？」
小村　潤一郎環境科学技術研究所　生物影響研究部　次長

●「下北東方海域の物質を運ぶ流れ」
中 山　智 治日本海洋科学振興財団　むつ海洋研究所　海洋研究部　主任研究員
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環境科学セミナー

エコノミスト、BRICs経済研究所代表。慶應義塾大学卒業後、浜銀総合研究所に入社する。2000年シンガ
ポールの東南アジア研究所(ISEAS)出向などを経て、2005年6月まで第一生命経済研究所経済調査部主
任エコノミストとなる。同年7月からBRICs経済研究所代表、2017年まで同志社大学大学院非常勤構師を務
める。2009年、テレビ番組『ホンマでっか！？TV』で「いじられキャラ」として準レギュラーに抜擢。2019年1月、講
演会講師派遺サイト「Speakers.jp」【Speakers Awards 2019】の「政治・経済部門」で大賞を受賞する。

「国際情勢に大きく
  影響を受ける経済・
  エネルギー問題」
エコノミスト
経済評論家

エコノミスト、BRICs経済研究所代表。慶應義塾大学卒業後、浜銀総合研究究所にに入社する。2000年
ポールの東南アジア研究所(ISEAS)出向などを経て、2005年6月まで第一生生命経経済研究所経済調査
任エコノミストとなる。同年7月からBRICs経済研究所代表、2017年まで同志社社大学学大学院非常勤構

エコノミスト
経済評論家

門 倉　貴 史 氏

主 催 ：  青森県　（公財）環境科学技術研究所　（公財）日本海洋科学振興財団

TEL.0175ｰ71ｰ1240  FAX.0175ｰ71ｰ1270
〒039-3212 上北郡六ヶ所村尾駮家ノ前 1-7 ホームページ  https://www.ies.or.jp/　電子メール  kanken@ies.or.jp 

お申し込み・お問い合わせ：公益財団法人 環境科学技術研究所 共創センター

日 時 会 場

お申し込み方法
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放射線をマウスに照射する実験施設

　弱い放射線を長期間にわたり被ばくした場合の

影響について、マウス（ハツカネズミ）を使って

データを集めています。「おとな」のマウスに約

400 日間にわたり放射線をあて、寿命などを調

べた実験では、事故時の避難指示基準や職業人の

被ばく限度（年間 20 ミリシーベルト）に相当す

る量の被ばくでは影響は検出されないという結果

が得られています。この調

査では「おとな」や「胎児」

の被ばくの影響に続き、現

在「子ども」の被ばくの影

響を調べています。

弱い放射線を長期間被ばくした場合の影響を調べています。

約40週間約40週間

約20日間約20日間

胎児胎児
0 ～19歳ごろ0～19歳ごろ

0～3ヵ月齢0～3ヵ月齢

子ども子ども
20 ～ 60歳代半ば20～ 60歳代半ば

3～20ヵ月齢3～20ヵ月齢

おとなおとな
60歳代半ば～60歳代半ば～

20ヵ月齢～20ヵ月齢～

高齢者高齢者

それぞれの時期でどのような影響がどのくらいあるか調べています。
調査の内容や成果等はホームページ（https://www.aomori-hb.jp/)に掲載されています。是非ご覧ください。

現在調べています。現在調べています。

放射性物質放射性物質
→→


